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指 標 コ ー ド農林水産省 秘
市 区 町 調査区 業 種 客 体 従業者

村 番 号 コード 番 号 規模別総務省承認 No.２６５３３

承 認 期 限 平成18年８月31日まで

平成18年度食品産業動向調査

ＨＡＣＣＰ手法による食の安全性確保対策の実態調査票

この調査は、農林水産省が統計報告調整法第４条第１項の規定に基づき総務大臣の承認を

受けた承認統計として実施するものです。

また、この調査票は秘密扱いとし、統計以外の目的に使うことはありませんので、ありの

ままを記入してください。

☆ 調査票の記入に当たっては、別冊の「調査票の記入の仕方」に従って、黒又は青のボー

ルペンではっきりと記入してください。

☆ 御記入いただいた内容について、照会が必要な場合がありますので、連絡先の御記入を

お願いします。

☆ 調査及び調査票の記入に当たって、御不明な点などがありましたら、次の「問い合わせ

先」にお問い合わせください。

問い合わせ先

名 称 ：

住 所 ：

担当者名 ：

電話番号 ： ＦＡＸ番号 ：

所属部署又は担当者名 電話番号

局・
農 政
事務所
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貴社において複数の工場がある場合は、それらの工場を含めた企業全

体の の状況や意向などについてお答えください。平成18年６月１日現在

問１ 平成17年度中（平成17年４月１日～平成18年３月31日）に到来した直近の決算日前１

年間の食品の販売総額（税込み）について、該当する番号（ ）を○で囲んでくださ１つ

い。

5,000万円未満□ １

5,000万円～１億円未満□ ２

１億円～３億円未満□ ３

３億円～１０億円未満□ ４

１０億円～５０億円未満□５

５０億円～１００億円未満□６

１００億円以上□７

注： 平成17年度中(平成17年４月１日～平成18年３月31日)での記入が困難な場合は、直近の決算期間
（１年間）で記入してください。

１問２ 平成18年６月１日現在の従業者数のうち常用雇用者 について、該当する番号（(注)

）を○で囲んでください。つ

５～９人□ １

１０～１９人□ ２

２０～４９人□ ３

５０～９９人□４

１００人以上□５

注： 常用雇用者とは、期間を定めずに雇用されている人、若しくは１か月を超える期間を定めて雇用
されている人をいいます。

問３ 貴社で製造している食品（販売金額総額に占める割合が１割以上の品目）のうち、

販売金額が多い上位３品目について、該当する番号（ ）を○で囲んでください。１つ

販売金額上位３品目 販売金額上位３品目

第 第 第 第 第 第品 目 品 目
１ ２ ３ １ ２ ３
位 位 位 位 位 位

１ １ １ 18 18 18肉製品 食酢

２ ２ ２ 19 19 19牛乳・乳製品 その他

３ ３ ３ 20 20 20その他 糖類

４ ４ ４ 21 21 21ねり製品 精穀・製粉

５ ５ ５ 22 22 22水 缶・瓶詰 パン類

６ ６ ６ 23 23 23産 冷凍食品 菓子類

７ ７ ７ 24 24 24食 乾製品 動植物油脂

８ ８ ８ 25 25 25料 塩蔵品 めん類

９ ９ ９ 26 26 26品 くん製品 豆腐・油揚

10 10 10 27 27 27節製品 冷凍調理食品

11 11 11 28 28 28その他 そう菜

12 12 12 29 29 29野菜・果実缶詰 弁当

13 13 13 30 30 30野菜漬物 その他の食料品

14 14 14 31 31 31その他 清涼飲料

15 15 15 32 32 32調 みそ 酒類

16 16 16 33 33 33味 しょう油 茶・コーヒー

17 17 17料 ソース

畜
産
食
料
品
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問12（６ページ）へこちらに○を付けた方

。こちらに○を付けた方への質問は以上です
御協力ありがとうございました

ＨＡＣＣＰ手法とは、最終製品を抜き取り検査する方法とは違い、原料の受け

入れから製造・出荷までのすべての工程において、危害防止につながるポイント

、 。を継続的に監視・記録することにより 製品の安全性を確保する手法をいいます

具体的には、次の12手順を盛り込んだ工程管理プランを作成し実行することが

必要です。

① ＨＡＣＣＰチームの編成 ⑤ 製造工程図、施設の ⑨ モニタリング方法

② 製品（原材料）について 図面及び標準作業手順 の設定

の記載 書についての現場確認 ⑩ 改善措置の設定

③ 意図する用途の確認 ⑥ 危害分析の実施 ⑪ 検証方法の設定

④ 製造工程、施設の図面及 ⑦ 重要管理点の設定 ⑫ 記録の保管

び標準作業手順書の作成 ⑧ 管理基準の設定

問４ ＨＡＣＣＰ手法の考え方に基づく衛生管理システムの導入状況について、該当する番号

（ ）を○で囲んでください。１つ

すべての工場で導入している□ １

一部の工場で導入している□ ２

まだ導入していないが、導入途中の工場がある□ ３

これから導入に着手する予定□ ４

導入を検討している□ ５

今後、導入を検討する予定□ ６

導入する予定はない□ ７

ＨＡＣＣＰ手法の考え方をよく知らない□ ８

問５ 貴社が導入(又は検討）しているＨＡＣＣＰ手法は、どのような方式によるものですか。

問３で回答いただいた販売金額上位３品目ごとに、該当する番号（ ）を○で囲んですべて

ください。

販売金額上位３品目
ＨＡＣＣＰ手法の導入方式（品目別）

第１位 第２位 第３位

１ １ １食品衛生法に基づく総合衛生管理製造過程承認制度

２ ２ ２ＨＡＣＣＰ手法支援法に基づく高度化計画の認定

３ ３ ３対米・対ＥＵ輸出水産食品の登録施設

４ ４ ４地方公共団体が独自に設定した食品衛生管理認定制度等

５ ５ ５業界が作成したガイドライン等に準拠

６ ６ ６民間認証機関の認証

７ ７ ７その他（具体的に： )

８ ８ ８未定

９ ９ ９導入する予定はない

注：１ ＨＡＣＣＰ手法支援法とは､｢食品の製造過程の管理の高度化に関する臨時措置法｣のことをいいます｡
２ 「対米･対ＥＵ輸出水産食品の登録施設」とは、厚生労働省の取扱要領に基づき都道府県知事等が
審査・登録を行うものの他、民間登録機関（大日本水産会等）が審査・登録を行うものを含みます。

｢業界が作成したガイドライン等に準拠｣とは､｢ＨＡＣＣＰ手法支援法に基づく高度化計画の認定｣以３
外で業界が作成しているＨＡＣＣＰガイドライン及びマニュアル等に準拠している場合をいいます。
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問９（５ページ）へこちらに○を付けた方

問６ ＨＡＣＣＰ手法の導入予定時期について、問３で回答いただいた販売金額上位３品目ごと

に、該当する番号（ ）を○で囲んでください。１つ

販売金額上位３品目
ＨＡＣＣＰ手法の導入予定時期(品目別)

第１位 第２位 第３位

１ １ １すでに導入している

２ ２ ２１年以内

３ ３ ３１～３年以内

４ ４ ４３～５年以内

５ ５ ５５年以降（導入時期未定）

６ ６ ６導入する予定はない

問７ 食品の衛生管理の向上のため、今後、ＨＡＣＣＰ手法の一層の充実を図っていく考えがあ

りますか。該当する番号（ ）を○で囲んでください。１つ

ある□ １

ない□ ２

問８ 今後、どのような方法でＨＡＣＣＰ手法の一層の充実を図ろうと考えていますか。問６で

「すでに導入している」と回答いただいた品目について、該当する番号（ ）を○ですべて

囲んでください。

販売金額上位３品目
ＨＡＣＣＰ手法の充実の方法(品目別)

第１位 第２位 第３位

１ １ １現在のＨＡＣＣＰ手法で内容の充実を図る

２ ２ ２食品衛生法に基づく総合衛生管理製造過程承認制度

３ ３ ３ＨＡＣＣＰ手法支援法に基づく高度化計画の認定

４ ４ ４対米・対ＥＵ輸出水産食品の登録施設

５ ５ ５地方公共団体が独自に設定した食品衛生管理認定制度等

６ ６ ６業界が作成したガイドライン等に準拠

７ ７ ７民間認証機関の認証（ISO22000の認証を除く)

８ ８ ８ＩＳＯ２２０００（ ）食品安全マネジメントシステム

９ ９ ９その他 具体的に：（ )

10 10 10特に充実を図る予定はない

注：１ ＨＡＣＣＰ手法支援法とは､｢食品の製造過程の管理の高度化に関する臨時措置法｣のことをいいます｡
２ 「対米･対ＥＵ輸出水産食品の登録施設」とは、厚生労働省の取扱要領に基づき都道府県知事等が
審査・登録を行うものの他、民間登録機関（大日本水産会等）が審査・登録を行うものを含みます。

｢業界が作成したガイドライン等に準拠｣とは､｢ＨＡＣＣＰ手法支援法に基づく高度化計画の認定｣以３
外で業界が作成しているＨＡＣＣＰガイドライン及びマニュアル等に準拠している場合をいいます。

４ ＩＳＯ２２０００とは、ＨＡＣＣＰ手法による衛生管理を基本としつつ、文書管理や経営者の責任
と権限の範囲、フードチェーン内での相互コミュニケーション等、幅広く食品安全マネジメントシス
テムをカバーする高度な規格をいいます。
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問９ ＨＡＣＣＰ手法の導入に当たっての問題点について、該当する番号（ ）を○で囲んすべて

でください。

施設整備に多額の資金が必要□ １

施設のランニングコストが大きい□ ２

モニタリング・記録管理等の人的コ□ ３

スト

導入時のコストの回収が困難□ ４

責任者・指導者の人材不足□ ５

従業員の訓練がゆきとどかない□ ６

ＨＡＣＣＰ手法の手順が複雑□７

ＨＡＣＣＰ手法の導入までの手続きに□８

手間がかかる

その他□９

具体的に： )（

特に問題点はない□10

（ ） 、 （ ）問10 ＨＡＣＣＰ手法の導入による効果 又は期待する効果 について 該当する番号 すべて

を○で囲んでください。

品質・安全性の向上□ １

事故対策コストの削減□ ２

製品ロスの削減□ ３

取引の増加□ ４

製品の輸出が可能（有利）□ ５

製品価格の上昇□ ６

製品イメージの向上□７

企業の信用度やイメージの向上□８

従業員の意識の向上□９

その他□10

具体的に： )（

特に効果はない□11

、 （ ）問11 ＨＡＣＣＰ手法の導入に当たって 役に立った支援策 又は役に立つと考えられる支援策

について、該当する番号（ ）を○で囲んでください。すべて

低利の融資制度□ １

税の軽減措置□ ２

ＨＡＣＣＰ責任者・指導者の養成研□ ３

修の開催

普及・啓発セミナーの開催□ ４

ＨＡＣＣＰ手法の認証制度説明会の□ ５

開催

導入マニュアルの整備□６

技術情報データベースの整備□７

公的機関（保健所等）による指導□８

その他□９

具体的に： )（

特に支援を受けていない□10

（特に支援策は必要ない）

質問は以上です。御協力ありがとうございました。
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問４で と回答された方にお聞きします。「導入する予定はない」

問12 ＨＡＣＣＰ手法を導入する予定がない理由について、該当する番号（ ）を○で囲んすべて

でください。

施設整備資金の調達又は融資の返済□ １

が難しい

ランニングコストが大きくなる□ ２

記録の整理・管理する時間・人的余□ ３

裕がない

導入時のコストが回収できない□ ４

ＨＡＣＣＰ手法を指導できる人材が□ ５

いない

従業員に対する研修を十分に行う余□ ６

裕がない

ＨＡＣＣＰ手法の手順が複雑□７

ＨＡＣＣＰ手法の導入までの手続きに□８

手間がかかる

取引先から要請がない□９

独自の衛生管理で十分□10

その他□11

具体的に： )（

質問は以上です。御協力ありがとうございました。


